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みんなで気持ち合わせて、心に響く音色届けたよ！
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源　
　
財　
　
存　
　
依

町税
1,361,730
17.35% 

繰入金
130,719
1.67%
 

繰越金
876,978
35.96% 

諸収入
69,326
0.88% 

地方消費税交付金
163,347
2.08% 

地方交付税
2,777,713
35.41% 

県支出金
439,711
5.60%

国庫支出金
753,990
9.61%

地方譲与税
52,933
0.67% 

自主財源
2,438,753
31.08% 

5,408,062
68.92% 

その他の交付金
7,268
0.09%

町債
1,213,100
15.46% 

歳入合計
7,846,815 
（単位：千円）

【平成27年度決算】　一般会計歳入の内訳

・特別会計決算を認定
　９月13日から16日まで決算審査を実施しました。事前に抽出した27年度の事業を中心 に、事業実績や効果などの説明を各担当課から受けました。今年は第一常任委員会（総務
課、企画課、情報政策課、生活健康課、福祉課、税務課、出納室、議会事務局）、第二常 任委員会（商工観光課、産業課、建設課、教育総務課、生涯学習課）に分かれ、それぞれ
の担当課の審査を行いました。４日間でしたが、委員からは活発な質疑や意見等が出され 充実した委員会となりました。また、16日には現地調査を行いました。

☆５年間の町税の推移� （単位：千円）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
町 民 税 336,478 296,833 302,038 294,537 302,116
固 定 資 産 税 937,801 903,944 1,018,510 1,034,079 1,001,914
軽 自 動 車 税 20,683 20,909 21,237 21,594 21,924
町 た ば こ 税 29,893 29,758 33,136 31,391 30,231
入 湯 税 5,455 6,997 5,614 5,339 5,545
歳 入 合 計 1,330,310 1,258,441 1,380,535 1,386,940 1,361,730

創造と生きがいの湯 桑野山貯木場
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経
　
　常
　
　的
　
　経
　
　費

人件費
1,129,479 
14.98% 

扶助費
366,505
4.86%
 

公債費
642,387
8.52% 

物件費
1,230,892 
16.33% 

補助費等
728,445 
9.66% 

普通建設事業費
2,593,693 
34.40% 
 

　繰出金
579,180
　7.68% 

 

投資及び出資金・貸付金
　　480
　　0.01% 
 

積立金
70,983
0.94% 
 

維持補修費
54,497
0.72% 

投資的経費
2,736,241 
36.30% 

4,152,205
55.07% 

その他の経費
650,643 
8.63% 

災害復旧事業費
142,548
1.90% 

歳出合計
7,539,089
（単位：千円）

【平成27年度決算】　一般会計歳出の内訳

平成27年度 一般会計
　９月13日から16日まで決算審査を実施しました。事前に抽出した27年度の事業を中心 に、事業実績や効果などの説明を各担当課から受けました。今年は第一常任委員会（総務
課、企画課、情報政策課、生活健康課、福祉課、税務課、出納室、議会事務局）、第二常 任委員会（商工観光課、産業課、建設課、教育総務課、生涯学習課）に分かれ、それぞれ
の担当課の審査を行いました。４日間でしたが、委員からは活発な質疑や意見等が出され 充実した委員会となりました。また、16日には現地調査を行いました。

☆特別会計歳入歳出決算認定� （単位：千円）

年度 国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 簡易水道 温　泉 いやしの里診療所

歳入決算額
26年度 964,932� 119,381� 1,179,208� 273,978� 39,014� 39,294�
27年度 1,086,222 117,480 1,190,557 288,398 33,308 40,962

歳出決算額
26年度 904,802� 119,321� 1,161,365� 270,509� 38,913� 39,192�
27年度 1,026,172 117,285 1,146,615 281,722 33,007 40,879

繰 越 額
26年度 60,132 60 17,844 3,469 101 103
27年度 60,050 195 43,942 6,676 301 83

27年度当初予算額 1,079,546 119,000 1,121,438 301,347 34,598 43,938

☆５年間の基金残高と起債残高の推移� （単位：千円）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
財 政 調 整 基 金 残 高 1,451,325 1,679,998 1,680,733 1,681,802 1,684,681
減 債 基 金 残 高 47,731 93,565 464,966 94,074 94,094
国民健康保険給付等支払準備基金残高 138,578 132,003 83,037 96,958 110,879
簡 易 水 道 基 金 残 高 90,436 80,315 68,293 41,794 24,518
温 泉 事 業 基 金 9,954 9,956 9,959 9,961 9,964
起 債 残 高 5,957,223 5,527,109 5,006,106 5,302,364 5,928,466
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◎
一
般
会
計�

…
賛
成
多
数

○
ま
ち
づ
く
り
事
業
費
で
は

問

空
き
家
改
修
費
の
補

助
を
限
度
額
１
０
０
万
円

に
拡
充
し
た
効
果
は
？

答

そ
の
家
族
、
扶
養
家

族
を
入
れ
た
方
が
移
住
し

て
き
て
頂
い
た
こ
と
。ま
だ

１
件
だ
が
多
人
数
の
家
族

に
住
ん
で
頂
く
こ
と
は
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

○
情
報
政
策
費
で
は

問

端
末
（
か
わ
ね
フ
ォ
ン
）

の
活
用
方
法
と
し
て
訪
問

看
護
等
で
の
活
用
は
？

答

か
わ
ね
フ
ォ
ン
は
固

定
の
設
置
に
な
る
の
で
、

例
え
ば
枕
元
に
置
い
て
の

使
用
は
想
定
し
て
い
な
い
。

医
療
現
場
や
介
護
現
場
で

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
て
い
き
た
い
。
担
当

の
部
署
に
お
い
て
検
討
中

と
い
う
認
識
で
い
る
。

○
老
人
福
祉
費
で
は

問
あ
か
い
し
の
郷
の
増
築
、

用
地
造
成
の
見
通
し
は
？

答

当
初
は
28
年
度
中
に

開
設
を
予
定
し
て
い
た
。

用
地
の
取
得
で
ス
ム
ー
ズ

に
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
と
、

建
物
が
２
階
建
て
に
な
る

と
い
う
事
で
設
計
の
見
直

し
が
あ
っ
た
。
現
在
の
見

込
み
で
は
、
来
年
度
半
ば

過
ぎ
に
開
設
予
定
。

○
基
金
に
つ
い
て

問

ど
の
よ
う
な
形
で
運

用
し
て
い
る
の
か
？

答

全
部
で
15
種
類
の
基

金
を
約
40
億
円
保
有
し
て

い
る
。
定
期
預
金
で
43
％
、

普
通
預
金
で
21
％
、
債
権

で
36
％
運
用
し
て
い
る
。

※
反
対
討
論
で
は
「
地
区

集
会
所
の
大
規
模
修
繕

に
対
す
る
負
担
、
平
和

の
町
づ
く
り
宣
言
決
議

や
懸
垂
幕
の
問
題
、
か

わ
ね
フ
ォ
ン
負
担
金
、

子
育
て
支
援
、
若
者
定

住
支
援
か
ら
地
名
保
育

園
再
開
な
ど
、
予
算
で

の
指
摘
が
生
か
さ
れ
て

い
な
い
」な
ど
出
さ
れ
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

問

保
険
料
の
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）、
普
通
徴

収（
自
己
納
付
）の
状
況
は
？

答

特
別
徴
収
は
国
保
98

人
、後
期
高
齢
者
２
０
８
２

人
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

�

…
賛
成
多
数

問

通
所
介
護
が
減
っ
て

い
る
理
由
は
な
に
か
？

答

傾
向
と
し
て
介
護
度

が
低
い
方
と
重
い
方
の
二

極
化
が
あ
る
。
65
～
70
歳

で
は
、
施
設
に
通
う
よ
り

自
宅
に
来
て
も
ら
う
訪
問

介
護
が
延
び
て
い
る
。

※
反
対
討
論
で
は
「
保
険

料
が
県
内
で
２
番
目
、

引
き
上
げ
額
は
最
高
で
、

高
齢
者
か
ら
は
『
負
担

が
重
い
。
利
用
を
控
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
』と

の
声
も
。
県
の
借
入
金

や
一
般
会
計
繰
入
で
保

険
料
値
上
げ
を
抑
え
る

べ
き
」
な
ど
出
さ
れ
た
。

◎
い
や
し
の
里
診
療
所
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

※
最
後
に
委
員
長
よ
り
、

分
割
審
査
方
法
に
は
、

委
員
か
ら
「
こ
れ
ま
で

通
り
全
課
を
審
査
し
、

質
問
・
要
望
が
言
え
る

方
が
良
い
」
と
の
意
見

も
あ
り
、
検
討
課
題
と

し
ま
し
た
。
更
に
第

１
・
第
２
常
任
委
員
会

の
勉
強
会
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
、
委
員
長
と

し
て
感
じ
ま
し
た
。
結

び
に
、
審
査
に
あ
た
り
、

担
当
課
長
、
職
員
、
委

員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
円
滑
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第一常任委員会の審査報告
付託議案５件
審査日　平成28年９月14日（水）、15日（木）

第
１
常
任
委
員
会　
報
告
者　
委
員
長
：
薗
田
靖
邦　

　
　
副
委
員
長
：
鈴
木
多
津
枝　
委
員
：
中
澤
莊
也
・
森
照
信
・
小
籔
侃
一
郎
・
山
本
信
之

　

14
日
午
前
中
に
総
務
課
・
企
画
課
・
情
報
政
策
課
を
、
午
後
か
ら
は
生
活
健
康
課
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・
い
や
し
の
里
診
療
所
特
別
会
計
を
、
15
日
午
後
か
ら
福
祉
課
・
介
護
保
険
特

別
会
計
、
税
務
課
・
出
納
室
、
議
会
事
務
局
を
審
査
し
ま
し
た
。

古民家活用レストラン

第一委員会審査状況

中川根デイサービスセンター風景
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◎
一
般
会
計�

…
全
員
賛
成

○
農
業
委
員
会
費
の
機
構

集
積
支
援
事
業
で
は

問

農
地
相
談
員
設
置
の

効
果
と
活
動
に
つ
い
て
。

答

所
有
者
の
意
向
が
解

り
、
農
業
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
解

消
の
対
策
が
進
め
や
す
く

な
る
。
耕
作
放
棄
地
の
地

主
と
面
談
し
て
、
意
向
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

○
茶
業
推
進
対
策
費
で
は

問

全
品
の
入
札
に
Ｊ
Ａ

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
る
か
。

答

昨
年
か
ら
Ｊ
Ａ
が
購

入
と
い
う
こ
と
で
精
算
し

て
い
る
。
今
後
は
Ｊ
Ａ
が

毎
年
購
入
す
る
と
言
っ
て

い
る
。

問

全
品
対
策
の
中
で
、

上
位
入
賞
を
目
指
し
補
助

金
の
増
額
を
考
え
て
い
る

か
。

答

出
品
者
の
経
費
負
担

は
大
変
な
金
額
だ
と
認
識

し
て
お
り
、
前
向
き
に
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
林
業
振
興
費
で
は

問

苗
木
の
防
護
柵
の

国
・
県
・
町
の
全
額
補
助

の
理
由
は
何
か
。

答

天
然
記
念
物
の
カ
モ

シ
カ
は
駆
除
が
で
き
な
い

の
で
、
国
・
県
・
町
が
防

護
す
べ
き
と
考
え
の
下
、

受
益
者
負
担
が
無
い
よ
う

に
、
造
林
に
関
し
て
全
額

保
証
し
て
い
る
。

○
長
島
ダ
ム
水
源
地
域
振

興
費
で
は

問

長
島
ダ
ム
周
辺
施
設

維
持
管
理
費
の
財
源
確
保

に
つ
い
て

答

ダ
ム
周
辺
を
管
理
す

る
の
は
本
来
国
交
省
だ
が
、

町
が
受
け
て
管
理
し
た
い

と
い
う
原
点
に
返
る
と
、

今
後
も
、
協
定
を
結
び
協

力
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

水
源
地
を
守
る
た
め
国
交

省
、
県
、
流
域
市
町
、
当

町
で
や
る
こ
と
を
大
義
名

分
と
し
、
現
在
県
へ
陳
情

し
て
い
る
。

○
土
木
総
務
費
で
は

問

Ｔ
О
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
－
０

（
ゼ
ロ
）の
実
績
に
つ
い
て

答

耐
震
診
断
対
象
の
１�

４
４
０
戸
中
、
２
３
１
戸

で
、
診
断
率
は
21
・
68
％

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
13
件

で
あ
る
。

○
教
育
総
務
費
で
は

問

南
麓
寮
の
生
徒
の
現

状
は
ど
う
か
？

答

自
主
的
に
ル
ー
ル
を

決
め
て
、
自
治
を
始
め
る

よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
、

仲
良
く
生
活
し
て
い
る
。

問

中
学
生
の
海
外
英
語

研
修
は
希
望
通
り
参
加
で

き
た
か
。

答

ほ
ぼ
希
望
通
り
参
加

で
き
て
い
る
。

○
社
会
教
育
費
で
は

問

図
書
ネ
ッ
ト
事
業
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
況
は

答

小
中
学
校
６
校
、
文

化
会
館
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
の
８
つ
の
図
書
室
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、

一
括
し
て
管
理
し
て
い
る
。

◎
温
泉
事
業
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

問

寸
又
峡
温
泉
の
引
湯

管
の
再
補
修
工
事
の
必
要

は
あ
る
の
か
？

答

露
出
管
方
式
な
の
で
、

故
障
場
所
が
す
ぐ
分
か
り
、

補
修
費
用
は
少
額
で
済
む

予
定
で
あ
る
。

◎
簡
易
水
道
特
別
会
計

�

…
全
員
賛
成

問

水
圧
の
低
下
し
て
い

る
家
へ
の
加
圧
機
の
設
置

は
で
き
な
い
か
。

答

現
在
個
人
に
対
す
る

保
証
は
し
て
い
な
い
が
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

第二常任委員会の審査報告
付託議案３件
審査日　平成28年９月13日（火）、15日（木）

第
２
常
任
委
員
会　
報
告
者　
委
員
長
：
芹
澤
廣
行

　
　
副
委
員
長
：
根
岸
英
一　
委
員
：
太
田
侑
孝
・
中
田
隆
幸
・
野
口
直
次
・
坂
本
政
司

　

13
日
午
前
中
に
商
工
観
光
課
と
温
泉
特
別
会
計
、
産
業
課
を
、
午
後
か
ら
は
建
設
課
と
簡
易
水
道
特
別
会
計
を
、

15
日
午
前
中
、
教
育
総
務
課
と
生
涯
学
習
課
を
審
査
し
ま
し
た
。

第2常任委員会審査状況

各地で広がる耕作放棄地

中学生海外英語研修（カナダ）
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至 千頭

至 島田

至 久保尾

水川川

長尾川

田野口

下泉

役場

塩郷

地名

大

井
川

★

決算審査最終日（９月16日）に現地調査を行いました。

 ９：00　本庁出発
参加者：第１常任委員６人
　　　　第２常任委員６人
　　　　町長・副町長・議会事務局長
町マイクロバス（議会事務局職員運転）

 ９：15～…林道水川線法面崩落災害復旧工事
工事費　4,014万円
（内県補助3,414万円）
工期　H27.7.8～H28.1.29
法面保護
（モルタル吹付）

 ９：50～…下長尾教員住宅単身寮
雨漏り・老朽化状況視察　
築35年、個室14室中10人入居。
早急に建て替え・改修の必要あり

11：25～…地名集会所広場整備
いやしの里事業で東屋建設等
事業費139万円
（内町補助111万円）

11：00～…塩郷吊橋床板取替え
橋長さ220ｍ
工事費457万円
来訪者増で待ち
時間が長い

10：15～…�下泉不動の滝キャンプ場
トイレ・ゴミ集積場改修200万円
リピーター、長期滞在者が増えている。

　
　�

中
澤
　
莊
也

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
町

税
に
お
け
る
徴
収
率
の
向

上
が
見
ら
れ
、
適
正
な
財

源
の
確
保
が
な
さ
れ
て
い

る
。
歳
出
に
お
け
る
各
目

に
生
じ
て
い
る
不
用
額
は
、

事
業
未
実
施
や
事
業
費
等

を
過
大
に
見
積
も
っ
た
こ

と
が
原
因
で
は
な
く
、
予

算
の
目
的
は
十
分
に
達
成

し
な
が
ら
、
節
約
、
工
夫

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
理

由
に
よ
り
平
成
27
年
度
一

般
会
計
決
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成
!!

　
　�

中
澤
　
莊
也

　

平
成
27
年
度
に
お
け
る
大
幅

な
保
険
料
の
値
上
げ
は
、
過
去

の
実
績
や
今
後
の
要
支
援
・
介

護
者
の
推
移
等
を
勘
案
し
な
が

ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
制

度
を
恒
久
的
に
維
持
し
て
い
く

た
め
や
む
を
得
な
い
措
置
と
考

え
ら
れ
る
。ま
た
、低
所
得
者
に

は
、
法
に
基
づ
い
て
適
切
な
軽

減
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
介

護
給
付
費
、
介
護
予
防
費
等
に

対
す
る
支
出
も
適
切
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
理
由
に

よ
り
平
成
27
年
度
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
決
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成
!!

�

鈴
木
多
津
枝

　

大
部
分
が
町
民
生
活
に

直
結
し
た
決
算
で
職
員
の

皆
様
の
努
力
に
感
謝
す
る
。

そ
れ
で
も
反
対
す
る
の
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
子
育

て
支
援
、
若
者
支
援
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
、
逆
効

果
で
し
か
な
い
地
区
集
会

所
修
繕
の
負
担
を
求
め
続

け
て
い
る
こ
と
、
憲
法
破

壊
の
安
倍
政
権
の
暴
走
に

無
批
判
に
協
力
し
て
い
る

こ
と
。
住
民
参
加
・
町
民

主
役
の
認
識
が
薄
い
町
外

業
者
へ
の
計
画
・
調
査
・

運
営
委
託
な
ど
。

反
対
!!

�

鈴
木
多
津
枝

　

反
対
と
言
う
に
は
辛
い

思
い
で
、
日
頃
の
担
当
職

員
の
皆
様
の
昼
夜
を
分
か

た
ぬ
ご
苦
労
に
心
か
ら
感

謝
す
る
。
反
対
理
由
は
、

保
険
料
の
驚
く
値
上
げ
が

行
わ
れ
、
県
内
最
高
の
値

上
げ
と
な
っ
た
。
高
齢
者

か
ら
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
が
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
ブ
レ
ー
キ
と
な

り
重
症
化
を
招
き
か
ね
な

い
。
一
般
会
計
繰
入
で
保

険
料
値
上
げ
を
回
避
す
べ

き
。

反
対
!!
平
成
27
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
に
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◎�

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
い
神
谷
晴

治
氏
の
再
任
の
同
意

任
期
は
３
年
。
３
年
に
１

度
行
う
評
価
替
え
以
外
、

不
服
審
査
の
請
求
は
な

か
っ
た
。

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

◎
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

戸
籍
等
を
コ
ン
ビ
ニ
で
も

交
付
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

◎�

平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
額
８
９
３
３
万
円
増

額
で
補
正
後
予
算
総
額
を

64
億
２
３
８
１
万
円
に
。

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
の
主
な
内
容
は
・

歳
入
○
地
方
交
付
税
１
億�

２
８
７
０
万
円
増
額
（
今

年
度
の
交
付
額
24
億
６
６�

７
０
万
円
と
決
定
）
○
県

補
助
金
２
０
１
０
万
円
増

額
（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

支
援
に
３
０
０
万
円
、
診

療
所
整
備
に
５
２
０
万
円
、

林
道
整
備
に
８
４
０
万
円
、

林
道
災
害
復
旧
に
３
５
０�

万
円
）。○
基
金
繰
入
２
６�

２
８
万
円
減
額
○
町
債
の

臨
時
対
策
債
４
３
２
０
万

円
減
額
○
雑
入
１
千
万
円

（
国
の
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
対
策
補
助
）

歳
出
○
総
務
費
３
０
５
万

円
増
額
（
委
託
料
３
件
64�

万
円
、
崎
平
地
区
集
会
所

修
繕
補
助
金
２
４
０
万
円
、

３
分
の
２
補
助
）
○
企
画

費
１
３
６
３
万
円
増
額

（
町
有
施
設
の
二
酸
化
炭

素
排
出
抑
制
可
能
調
査
委

託
料
１
千
万
円
、タ
ブ
レ
ッ

ト
講
座
開
設
委
託
料
89
万

円
、
個
人
番
号
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
用
パ
ソ
コ
ン

借
り
上
げ
料
70
万
円
、
情

報
基
盤
整
備
事
業
資
機
材

保
管
庫
95
万
円
等
）
○
介

護
保
険
費
３
８
４
万
円
増

額
（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

補
助
金
３
０
０
万
円
、
介

護
施
設
入
所
低
所
得
者
負

担
利
用
減
で
国
県
返
還
金

84
万
円
）
○
農
業
費
１�

２
０
万
円
増
額
（
茶
茗
舘

加
工
所
改
修
50
万
円
他
）。

○
林
道
費
２
２
０
０
万
円

増
額
（
南
赤
石
線
他
２
路

線
改
良
）
○
土
木
費
２
４�

４
０
万
円
増
額
（
町
道
水

川
線
、
西
地
名
線
他
改
良
、

河
川
改
良
・
青
部
逆
流
防

止
工
事
、
災
害
対
策
工
事

等
）
○
教
育
費
８
２
０
万

円
増
額
（
南
麓
寮
増
築
に

伴
う
消
耗
品
・
備
品
購
入
、

小
中
６
校
の
か
わ
ね
フ
ォ

ン
電
話
接
続
１
２
６
万
円

及
び
防
火
設
備
定
期
検
査

委
託
料
１
３
０
万
円
）
○

災
害
復
旧
費
９
千
万
円
増

額
（
大
札
線
改
修
）

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額
４
１
８
９
万
円
増

額
で
補
正
後
予
算
総
額
を

12
億
９
６
７
９
万
円
に
。

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
の
主
な
内
容
は
…

27
年
度
繰
越
金
が
決
定
し

４
３
９
４
万
円
増
額
を
、

国
県
支
出
金
の
返
還
へ
１�

９
６
７
万
円
、
支
払
基
金

等
の
返
還
へ
１
０
０
万
円

当
て
た
残
り
を
介
護
給
付

費
支
払
い
準
備
基
金
積
立

金
取
崩
減
額
に
２
０
６
万

円
、
積
立
に
２
１
２
２
万

円
当
て
る
。

　９月１日～2７日で開かれた議会は、2７年度一般・特別会計７件の決算認定の他、４件の議案
を審査・採決して閉会しました。初日には人事案件を、２日目の９日には条例１件と補正予算
２件を、最終日には決算７件を原案通り可決。川根本町年金者組合から届いた「若者も高齢者
も安心できる年金制度の実現を求める意見書」の提出は、引き続き検討課題となりました。

平成28年 第３回定例会（９月議会） 町民に寄り添う議会を目指して !

９月定例会議案審査賛否票
� （議長は裁決には入りません）

中
澤
鈴
木 森 小

籔
中
田
山
本
芹
澤
根
岸
野
口
坂
本
薗
田

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川根本町印鑑条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度川根本町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度川根本町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度川根本町一般会計歳入歳出決算認定につて ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27度川根本町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度川根本町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度川根本町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度川根本町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度川根本町温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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質
問

大
規
模
災
害
（
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
、
台

風
、
大
雨
等
）
時
に
お
け

る
今
後
の
対
策
、
地
区
及

び
住
民
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。
災
害
時
、
医
療

体
制
の
確
立
は
。

町
長

町
医
療
救
護
計
画

を
策
定
、
災
害
時
に
は
、

本
川
根
診
療
所
、
上
長
尾

田
澤
内
科
医
院
、
大
下
医

院
の
３
か
所
に
設
置
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
「
救

護
所
」
に
於
い
て
救
護
処

置
を
行
う
。
町
内
の
医
療

資
源
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣

や
医
療
品
等
の
物
質
供
給

等
に
関
し
て
は
県
へ
要
請

す
る
。

質
問

当
町
の
山
間
部
孤

立
予
想
集
落
や
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
整
備
状
況
は
。

町
長

孤
立
予
想
集
落
は

19
地
域
で
想
定
。
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
離
着
陸
場
は
町
内

20
か
所
指
定
、
地
域
防
災

計
画
資
料
編
の
一
覧
表
に

掲
載
、
ま
た
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
。
当
町

防
災
上
の
最
大
の
課
題
は

孤
立
集
落
の
対
応
で
あ
る
。

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
等

の
関
係
機
関
と
協
議
し
、

そ
の
対
応
を
確
立
し
て
い

き
た
い
。

質
問

避
難
所
の
運
営
方

法
は
。
各
地
区
の
避
難
所

へ
の
災
害
支
援
物
資
の
仕

分
け
輸
送
は
。
観
光
客
の

避
難
誘
導
、
受
け
入
れ
場

所
は
。
今
後
は
連
合
自
主

防
災
会
と
い
う
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。

総
務
課
長

避
難
所
運
営

は
指
定
し
て
あ
る
小
中
学

校
等
に
、
毎
年
の
運
営
の

役
割
分
担
確
認
、
防
災
諸

機
材
の
整
備
、
配
備
状
況

等
の
確
認
を
実
施
。
町
外

か
ら
の
緊
急
物
資
集
積
場

所
と
し
て
、
健
康
増
進
施

設
、
文
化
会
館
の
２
か
所

を
指
定
。
観
光
客
に
は
町

の
防
災
倉
庫
に
備
蓄
し
て

い
る
物
資
等
を
提
供
し
て

対
応
す
る
。

商
工
観
光
課
長

観
光
客

の
防
災
の
備
蓄
の
件
は
、

各
施
設
が
対
応
で
き
る
意

識
を
持
っ
て
頂
き
た
い
の

が
現
状
。
お
泊
ま
り
に

な
っ
て
い
て
災
害
が
有
れ

ば
宿
泊
施
設
で
対
応
し
て

頂
き
足
り
な
い
分
に
つ
い

て
は
そ
の
後
行
政
と
い
う

形
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
。

町
長

本
部
機
能
が
発
揮

出
来
て
、
情
報
収
集
が
い

か
に
出
来
る
か
非
常
に
大

事
な
課
題
と
思
う
。

質
問

災
害
時
に
地
元
の

土
木
建
設
関
係
の
重
機
、

人
材
の
確
保
は
十
年
前
に

比
較
し
て
充
実
し
て
い
る

の
か
。

総
務
課
長

10
年
前
と
大

き
な
変
動
は
な
い
が
、
重

機
を
扱
う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

等
の
建
設
従
業
員
の
多
く

の
方
が
町
外
か
ら
の
通
勤

者
で
あ
り
、
一
つ
懸
念
材

料
で
す
。

質
問

中
・
長
期
的
な
復

旧
復
興
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
。

総
務
課
長

中
、
長
期
的

復
旧
復
興
に
は
、
少
な
い

職
員
数
の
中
で
、
基
本
的

に
は
災
害
対
応
に
追
わ
れ

る
状
況
で
も
、
手
順
の
重

要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

業
務
継
続
計
画
も
今
年
度

中
に
は
、
そ
の
骨
子
、
方

向
性
を
定
め
て
い
き
た
い
。

質
問

震
災
復
興
支
援
に

町
か
ら
の
職
員
が
東
日
本
、

熊
本
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

が
、
状
況
を
町
民
に
話
す

機
会
づ
く
り
を
町
と
し
て

は
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長

被
災
地
を
目

の
あ
た
り
に
し
災
害
支
援

本
部
に
従
事
し
た
町
職
員

が
、
今
後
直
接
見
聞
き
し

た
状
況
を
、
住
民
の
皆
様

に
伝
え
、
意
識
向
上
に
繋

が
る
様
な
対
応
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

問
◎大規模災害時における今後の対策について
◎医療体制、孤立予想集落、避難所の運営方
法、復旧復興計画等

答
◎救護所は町内３か所の診療所で孤立予想集落は19地域を想定�
ヘリポート20か所を指定
◎今後は情報収集等をいかにできるか、本部機能充実も大事な�
課題

野口　直次 議員

高郷にある町の防災倉庫
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質
問

増
加
す
る
若
年
層

の
理
由
に
つ
い
て
。

町
長

川
根
本
町
、
大
井

川
鐡
道
、
温
泉
で
は
な
く

夢
の
吊
橋
の
水
の
色
を
見

た
い
と
い
う
理
由
で
訪
れ

て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

吊
り
橋
と
ダ
ム
湖
の
風
景

に
感
激
し
、
見
た
こ
と
の

優
越
感
か
ら
か
、
風
景
写

真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
友
人
に
送

る
。
そ
れ
を
見
た
若
者
が
、

自
分
も
一
度
夢
の
吊
橋
に

行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
そ

の
繰
り
返
し
が
起
き
て
い

る
の
が
最
大
の
理
由
と
考

え
て
い
る
。

質
問

土
産
物
品
の
購
買

額
の
増
加
対
策
に
つ
い
て

町
長

若
者
受
け
す
る
商

品
が
あ
れ
ば
若
者
は
即
反

応
し
ま
す
。
町
で
は
売
れ

る
も
の
づ
く
り
事
業
費
補

助
金
制
度
を
設
け
て
お
り
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
又
新
商
品
づ

く
り
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
得

る
た
め
の
講
習
会
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

再
訪
を
促
す
対
策

に
つ
い
て
。

町
長

来
訪
者
に
対
し
て

土
産
物
店
、
宿
、
各
施
設

の
お
も
て
な
し
の
心
が
お

客
様
に
伝
わ
れ
ば
、
以
後

何
回
と
な
く
訪
れ
て
く
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
高
齢
者
で
あ
れ
若

者
で
あ
れ
、
こ
の
地
に
来

訪
さ
れ
た
お
客
様
を
大
切

に
お
迎
え
し
、
営
業
に
つ

い
て
は
個
々
の
戦
略
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問

道
路
問
題
に
つ
い

て
、
特
に
奥
泉
地
区
の
崩

落
区
間
に
つ
い
て
。

町
長

復
旧
工
事
は
平
成

29
年
度
に
な
る
と
島
田
土

木
事
務
所
か
ら
説
明
を
受

け
て
い
る
が
、
議
会
と
協

力
し
て
、
一
日
も
早
い
復

旧
を
関
係
機
関
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

質
問

教
育
総
務
課
、
生

涯
学
習
課
の
文
化
会
館
へ

の
移
転
の
可
能
性
は
。

町
長

現
時
点
で
は
移
転

を
考
え
て
い
な
い
。

本
年
４
月
１
日
時
点
の
職

員
数
は
、
合
併
時
の
１
８�

５
名
か
ら
１
５
３
名
に
減

少
し
て
お
り
、
今
年
度
末

に
は
６
名
の
定
年
退
職
者

が
有
る
の
で
、
行
政
需
要

に
応
じ
た
組
織
改
編
が
必

要
と
な
る
。
12
月
議
会
に

は
課
設
置
条
例
の
改
正
案

を
は
じ
め
と
す
る
関
連
案

を
提
案
し
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
組
織
再
編
を
目
指

し
て
行
き
た
い
。

問
◎奥大井への若年層の増加の理由について
◎教育総務課、並びに生涯学習課の文化会館
への移転の可能性について

答
◎増加する若者の多くは、夢の吊橋の水の色が見たいという理由
が圧倒的に多い
◎効果的な行政運営上、現在は移転については考えていない�

芹澤　廣行 議員

雨の夢の吊橋

夢の吊橋を訪れる人々

対岸から見た崩落現場

崩落現場の片側通行
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質
問

「
子
供
は
宝
」
の

町
を
。①
貧
困
ラ
イ
ン（
１�

２
２
万
円
）
以
下
の
世
帯

に
い
る
子
ど
も
が
過
去
最

高
の
16
・
６
％
（
６
人
に

１
人
）
と
な
っ
た
。
当
町

は
ど
う
か
？
受
給
率
が
低

い
就
学
援
助
申
請
の
改
善

を
。
②
島
田
市
の
訪
問
育

児
サ
ポ
ー
ト
を
当
町
で
も
。

③
給
食
費
・
保
育
料
無
料

化
、
高
校
生
へ
の
通
学
補

助
、
お
金
が
か
か
る
中
学

卒
業
時
に
10
万
円
程
の
お

祝
い
金
を
来
年
度
予
算
に

盛
り
込
み
、
子
育
て
支
援

の
拡
充
を
。

町
長

①
県
の
貧
困
率
は

10
・
６
％
だ
が
、
計
算
は

複
雑
で
町
は
出
し
て
い
な

い
。
就
学
援
助
受
給
者
は

小
中
合
わ
せ
て
８
世
帯
９

人
で
、今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
に
努
め
た
い
。

②
現
在
子
ど
も
子
育
て
会

議
で
検
討
中
。
実
現
で
き

る
も
の
は
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
③
学
校
給
食
共

同
調
理
場
運
営
委
員
会
で

出
さ
れ
た
意
見
は
、
ほ
と

ん
ど
が
給
食
費
は
保
護
者

が
負
担
す
べ
き
だ
っ
た
。

ま
ず
は
他
の
支
援
策
を
充

実
さ
せ
た
い
。
高
校
生
の

通
学
補
助
や
中
学
卒
業
時

の
お
祝
い
金
の
支
給
が
協

議
も
行
わ
れ
て
お
ら
ず
考

え
て
い
な
い
。
保
育
料
は
、

現
在
第
２
子
で
半
額
が
31

人
、
第
３
子
以
降
無
料
が

４
人
で
、
国
基
準
の
６
割

程
の
保
育
料
と
な
っ
て
お

り
適
当
と
考
え
る
。

質
問

安
心
し
て
老
後
を

過
ご
せ
る
介
護
保
険
に
。

①
国
は
給
付
費
を
減
ら
す

た
め
に
高
齢
者
へ
負
担
増

と
サ
ー
ビ
ス
削
減
を
進
め

て
い
る
。
介
護
保
険
か
ら

町
の
事
業
に
さ
れ
た
要
支

援
者
の
訪
問
・
通
所
の
利

用
や
負
担
状
況
は
ど
う

か
？

②
低
所
得
者
ほ
ど
利
用
で

き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、困
窮
者
へ
の
対
応
は
？

③
在
宅
介
護
、
介
護
予
防

に
力
を
入
れ
、
特
養
待
機

者
へ
の
町
の
体
制
は
十
分

か
？

町
長

今
年
度
か
ら
町
の

新
総
合
事
業
に
移
行
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
中
心
に
対
象

者
の
意
思
を
尊
重
し
た
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
。

総
合
事
業
の
目
的
は
要
支

援
者
な
ど
へ
効
果
的
な
支

援
を
可
能
に
す
る
こ
と
に

あ
り
、
制
度
改
正
に
よ
り

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い

よ
う
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
る
。
②
対
象

者
や
家
族
の
事
情
・
意
向

を
尊
重
し
、
軽
減
措
置
へ

の
対
応
も
含
め
き
め
細
か

な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

て
、
適
切
な
活
用
を
進
め

て
い
る
。
③
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
総
勢
５
名

で
様
々
な
予
防
・
普
及
・

啓
発
講
座
や
、
地
域
の
自

発
的
な
活
動
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
特
養
待

機
者
は
90
名
で
内
40
名
が

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
町
外

の
老
人
保
健
施
設
に
入
所

し
て
お
り
、
町
内
の
施
設

増
設
も
進
ん
で
い
る
。
在

宅
介
護
、
施
設
介
護
の
両

方
で
介
護
職
員
の
確
保
及

び
質
の
向
上
が
期
待
さ
れ
、

今
年
度
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
補
助
金
を
創
設
し

て
資
格
取
得
を
支
援
し
て

い
る
。

質
問

議
会
が
決
議
し
た

「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
の

町
宣
言
」
を
行
政
も
掲
げ
、

平
和
行
政
の
推
進
を
。

町
長

県
内
で
は
35
市
町

中
29
市
町
で
議
会
や
行
政

或
い
は
両
方
が
宣
言
し
て

い
る
。
当
町
も
議
会
が
全

会
一
致
で
議
決
し
た
宣
言

の
内
容
を
遵
守
し
、
日
々

平
和
行
政
推
進
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
町
の
宣
言
に

つ
い
て
は
前
向
き
に
考
え

た
い
。

問
◎子育て負担軽減と支援拡充で子育てしやす
い町づくりを
◎介護サービスの低所得者利用控え起きてい
ないか
◎核廃絶・平和な町づくり掲げて

答
◎出来る限り取り組みたいが親の責任が薄れる心配も…
◎軽減措置を含め１人１人に適切に対応している
◎日々平和行政に取り組んでいる。前向きに考えたい

鈴木多津枝 議員

外遊びを楽しむ保育園児

元気に盛り上がる
デイサービスセンターの高齢者
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質
問

農
用
地
区
域
内
農

地
の
見
直
し
と
農
地
の
流

動
化　

①
農
地
法
に
お
け

る
現
状
と
課
題
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
何
を
基
準
に
農
用
地
区

域
の
見
直
し
を
行
っ
た
の

か
。
③
今
回
の
農
用
地
区

域
の
見
直
し
を
今
後
の
農

業
施
策
等
に
ど
の
よ
う
に

生
か
し
、
将
来
の
町
の
農

業
の
姿
を
ど
の
よ
う
に
描

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

町
長

①
農
地
法
の
目
的

に
沿
っ
て
、
農
地
は
限
ら

れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
る

と
い
う
認
識
に
立
ち
、
今

後
も
農
地
を
守
り
、
農
業

振
興
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
耕
作
を

放
棄
す
る
所
有
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

大
き
な
課
題
と
捉
え
て
い

る
。
受
け
継
が
れ
て
き
た

貴
重
な
財
産
を
放
棄
す
る

こ
と
な
く
、
自
分
が
耕
作

で
き
な
け
れ
ば
、
効
率
的

に
利
用
す
る
耕
作
者
を
探

す
な
ど
の
対
策
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
②
農
地
を

守
り
農
業
振
興
を
図
っ
て

い
く
上
で
、
現
状
の
農
地

を
確
保
す
る
と
い
う
基
本

方
針
で
見
直
し
を
行
っ
た
。

③　

優
良
農
地
の
確
保
を

基
本
と
し
、
担
い
手
の
育

成
や
川
根
本
町
の
特
性
を

生
か
し
た
農
業
の
振
興
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
茶
業
に
つ
い
て
は

生
産
基
盤
の
整
備
は
も
と

よ
り
、
認
定
農
業
者
の
育

成
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
合
っ

た
お
茶
づ
く
り
に
重
点
を

置
い
た
施
策
展
開
を
考
え

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
茶

を
補
完
す
る
農
産
物
の
生

産
に
取
り
組
み
、
農
業
所

得
の
拡
大
や
農
業
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

原
子
力
災
害
発
生

時
に
お
け
る
避
難
者
の
受

入
れ
体
制
の
整
備
等
は
①

避
難
者
の
受
入
れ
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
は
。

②
「
避
難
所
運
営
の
手
引

き
」
へ
の
原
子
力
災
害
発

生
時
等
の
避
難
所
の
受
け

入
れ
に
対
す
る
事
項
の
追

加
は
。
③
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
に
つ

い
て
の
町
の
考
え
方
は
。

総
務
課
長

①
ス
ク
ー
リ

ン
グ
の
結
果
放
射
能
に
汚

染
を
さ
れ
て
い
な
い
と
確

認
さ
れ
た
人
を
受
け
入
れ

る
。

町
長

②
原
子
力
災
害
発

生
時
の
避
難
者
に
特
化
し

た
記
載
は
さ
れ
て
い
な
い

が
、本
年
３
月
修
正
の「
地

域
防
災
計
画
共
通
対
策

編
」
の
中
で
、
広
域
避
難
、

広
域
一
時
滞
在
に
つ
い
て

の
事
項
が
い
く
つ
か
記
載

（
追
加
）
さ
れ
て
い
る
。

③
当
町
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
外
で

あ
り
、
現
時
点
で
は
、
具

体
的
な
住
民
の
避
難
計
画

等
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
関
係
機
関
等
と
さ

ら
な
る
連
携
、
調
整
を
進

め
、
最
善
の
方
策
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う
調
査
検
討
し

て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

国
が
Ｕ
Ｐ
Ｚ

（
原
子
力
施
設
か
ら
概
ね

30
㎞
）
と
い
う
も
の
を
定

め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

上
回
っ
て
町
が
何
か
を
す

る
と
い
っ
た
も
の
の
持
ち

合
わ
せ
は
な
い
。

問
◎農地法その現状と課題は
◎農用地区域の見直しの基準は何か
◎ＵＰＺ圏内についての町の考え方は

答
◎農地を守り、農業振興を進めていくための指針であるが 　�
耕作を放棄する所有者が増えている。
◎農業振興を図るため、現状の農地を確保すること
◎現状の中では、国の基準に従うしかない。

中澤　莊也 議員

UPZ圏内

PAZ圏内

島田市

掛川市

袋井市 牧之原市
吉
田
町

吉
田
町菊川市

森町

磐田市

焼
津
市

藤枝市

御前崎市御前崎市 浜岡発電所から5km（圏内）
2市　約3万人

浜岡発電所から30km（圏内）
9市2町　約70万人

耕作放棄された田
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林
業
の
未
来

　

江
戸
時
代
の
山
は
浮
世

絵
で
見
る
よ
う
に
は
げ
山

だ
ら
け
で
し
た
。
そ
れ
は
、

燃
料
、
肥
料
な
ど
に
過
酷

に
使
わ
れ
て
き
た
長
い
歴

史
の
結
果
で
し
た
。
戦
後
、

人
々
の
努
力
に
よ
り
森
の

再
生
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
石
油
や
化
学
肥

料
の
利
用
に
よ
り
、
か
つ

て
の
よ
う
に
森
が
使
わ
れ

な
く
な
り
、
現
在
の
緑
豊

か
な
森
林
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
充
実
し
た
森
林
資

源
の
利
用
は
、
少
子
化
に

よ
る
住
宅
需
要
の
減
少
が

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
合

板
の
国
産
材
化
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（
直
交
集
成
板
）、
セ
ル

ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
、

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
新

た
な
製
品
、
需
要
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
丸

太
や
製
品
の
輸
出
が
増
え

始
め
、
県
内
の
ノ
ダ
合
板

も
認
証
材
に
よ
る
製
品
輸

出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ス
タ
ジ
ア
ム
は
「
木
と
緑

の
ス
タ
ジ
ア
ム
」
と
な
り
、

多
く
の
認
証
材
が
使
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
環

境
的
、
社
会
的
、
経
済
的

に
適
切
に
管
理
さ
れ
た
認

証
材
が
広
く
認
知
さ
れ
、

川
根
本
町
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
材
も

認
証
材
と
し
て
選
ば
れ
、

そ
し
て
、
そ
れ
が
普
通
の

時
代
が
や
っ
て
来
る
で

し
ょ
う
。

　

長
引
く
木
材
価
格
の
低

迷
は
森
林
所
有
者
の
林
業

経
営
か
ら
の
撤
退
と
川
下

企
業
に
よ
る
林
地
集
積
・

林
業
経
営
へ
の
参
入
の
動

き
が
あ
る
一
方
、
自
伐
型

林
業
が
再
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
町

で
は
「
木
の
駅
か
わ
ね
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
少
し
ず

つ
で
す
が
林
業
の
振
興
と

地
域
の
活
性
化
が
は
か
ら

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
は
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
に
も
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

林
業
は
再
生
産
可
能
な

資
源
を
持
続
的
に
管
理
し

て
い
く
も
の
で
す
。
今
は

少
し
社
会
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
未
来
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

最
初
に
、
人
が
山
に
入

り
、
山
に
親
し
む
こ
と
で

林
業
の
再
生
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
、
木
の

駅
事
業
を
立
ち
上
げ
ら
れ

た
林
業
家
の
杉
山
さ
ん
、

指
導
林
家
と
し
て
林
業
技

術
の
習
得
と
伝
承
に
努
め

ら
れ
て
い
る
森
下
さ
ん
、

森
林
組
合
お
お
い
が
わ
の

技
術
指
導
員
と
し
て
現
場

で
林
業
の
趨
勢
を
体
感
さ

れ
て
き
た
太
田
さ
ん
、
最

後
に
林
業
家
で
も
あ
り
、

森
林
組
合
お
お
い
が
わ
の

組
合
長
と
し
て
大
井
川
材

の
流
通
促
進
、
林
業
の
再

生
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
山
下
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
林
業
の
未
来

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
総
じ
て
林
業
の
再
生

は
厳
し
い
と
い
う
意
見
が

強
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
環
境
保
全
、
水
源

涵
養
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
等
と
し
て
の

新
た
な
山
林
の
役
割
や
Ｆ

Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
の
促
進
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
材
の
利
用
普
及
な

ど
新
し
い
取
り
組
み
が
始

ま
り
、
林
業
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
も
み
ら
れ
る

と
い
う
意
見
も
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
林
業
の
未
来
に

も
希
望
の
光
が
差
し
込
ん

で
き
て
い
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
ま
す
。

※【
注
釈
】

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
は
？

　

欧
州
で
開
発
さ
れ
た
工

法
で
あ
る
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
板

の
層
を
各
層
で
互
い
に
直

交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着

し
た
厚
型
パ
ネ
ル
の
こ
と

で
す
。

　

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い

る
集
成
材
は
、
張
り
合
わ

せ
る
板
の
繊
維
方
向
が
平

行
に
張
り
合
わ
せ
る
の
に

対
し
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
繊

維
方
向
に
直
交
す
る
よ
う

に
交
互
に
張
り
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
の
優
位
性

・
短
い
建
築
期
間

・�

耐
熱
性
と
高
い
省
エ
ネ

効
果

・
す
ぐ
れ
た
耐
震
性

　

全
４
回
に
わ
た
る
「
林

業
の
明
日
を
拓
く
」
シ

リ
ー
ズ
も
、
最
終
回
と
な

り
ま
し
た
。

　

林
業
の
記
事
は
終
了
し

ま
す
が
、
本
号
の
15
ペ
ー

ジ
か
ら
、
新
し
く
、「
わ

が
町
の
明
日
を
拓
く
」
シ

リ
ー
ズ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
川
根

本
町
を
元
気
に
し
て
く
れ

て
い
る
方
々
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

～
林
業
の
明
日
を
拓
く
～

�
森
林
組
合
お
お
い
が
わ　
組
合
長　

山
下
　
喜
隆

林
業
の
未
来

�

議
会
広
報
委
員
会　
委
員
長　

中
澤
　
莊
也

シ
リ
ー
ズ「
林
業
の
明
日
を
拓
く
」を

�

振
り
返
っ
て

CLT（直交集成材）の製品

 

Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
林
の
姿
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Ｑ：ユネスコエコパークの認定を地域振興にどのように生かすのか

町長 �この認定をいかに地域振興に結び付けるかということは、いかに定住人口、交流人口の
増加、地域経済の活性化に結び付けるかということになる。

現状 �指定区域の核心地域は光岳周辺と限定的で、その周辺が緩衝地域、全町が移行地域に指
定されている。しかし核心地域のアクセス道路は崩壊して通行不能であり、工事の復旧
に膨大な費用と時間がかかり、光岳へのアクセスは林道上に登山道を新たに整備するし
かない状況にある。

　　　�したがって、本町の南アルプスの南麓でこの自然を生かした交流人口を増やすこと以外
は考えられない状況にある。

【交流人口を図るための施策】
　新しい観光資源の開発のため、モデルツアーを実施
　寸又峡温泉駐車場（起点）→プロムナードコース→森林軌道跡散策→千頭ダム（ゴール）

　豊かな自然と美しい眺望、珍しい森林軌道跡が新しい観光資源として人を呼ぶ

　８月９日及び20日に音戯の郷前において、「川根茶」の冷茶サービスを行いました。
　両日とも夏の真っ盛りで暑い日でしたが、トーマスフェアで県内外からおいでになった大勢の皆
さんに呈茶をし、「美味しいお茶だね」と大変喜んでいただきました。リーフ茶不振の中、急須で
はなく、冷茶でも美味しく飲めることの提案で、少しでも消費拡大につながればと思います。また、
川根本町のパンフレットを配布し、観光ＰＲも行いました。

トーマスフェアで冷茶サービスと観光ＰＲを実施

議員がおこなった一般質問に対して、まちの
取り組みはどうなったのか。
前回号に引き続き、平成27年６月定例会の一
般質問を取り上げます。

あの一般質問

一体どうなってるだやぁ～

森林軌道跡　天子のトンネルモデルツアーの様子

冷茶で喉を潤す観光客の皆さん（８月９日） （８月20日）
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　川根本町民が一日千秋の思いで待ちこがれていた青部バイパス（仮称）青部トンネルの安全祈願祭並びに
工事の起工式が、10月３日の秋雨降りしきる中、青部トンネル工事事務所前で行われました。

トンネル工事を見学したい方は、事前に青部トンネル工事事務所　山下和也所長へ連絡してください。
ＴＥＬ：０５４７－５９－１１１５

　川根本町における国道362号は、旧中川根町と旧本川根町を結び、奥大井地域の生活と観光を支える重要
な道路であり、また災害時の緊急輸送道路として、地域の安全・安心に欠かせない道路です。しかし、元藤
川～崎平の３㎞の区間は普通乗用車のすれちがいも困難であり、観光シーズンは慢性的な渋滞を引き起こし
ています。
　青部バイパスは、平成30年４月に全線開通予定です。完成後は、経済面、観光面他、住民の利便性の向上、
町の活性化が期待できます。

　町民念願の心の懸け橋となる
� 青部バイパス　

トンネル工事に着工工事の安全を願って

14



川根本
町の明日を拓く人たち

　今年から「一般社団法人エコティかわね」になって、プ
ログラム数、お客様、仲間も少しずつ増えています。会員
のやる気やスキルも明らかに向上しました。行政や地域住
民からの期待も感じています。
　我が町のエコツーリズムにおける最重要課題は人材の確
保と育成。いつでもお客様を受け入れられる体制にするた
めには、ガイドやコーディネーターといった人材を増やす

必要があります。
　正直、運営は厳しいものがありますが、ここ数年は頑張り時で
す。エコツーリズムをしっかりと地域に根づかせるため、エコ
ティかわねがその先駆者になりたいと思っています。皆さん、応
援よろしくお願いします。

　本年４月、それまで町に事務局を置いていた「川根本町エコ
ツーリズムネットワーク」が発展的に独立し、「一般社団法人エ
コティかわね」となりました。これまで同様、自然や人、歴史、
文化などの地域資源を生かした様々なプログラムを実施。地域の
魅力を発信して交流人口の増加を図っています。
　私たちが目指すものは、ロゴの「ECO+T」に込められていま
す。ECOはエコロジー（環境）とエコノミー（経済）。人と自然
の共生、地域経済の活性化を意味しています。Tは目標に向かっ
て、ツーリズム（観光）やティ（茶と農業）、ツリー（木と林業）、
ツナゲル（人と人、人と地域）などを手段として活用していきた
いという思いです。
　会員は現在47名。内訳は1/3が町外在住者、1/3が町外からの移
住者、1/3が地元民です。地域を変えるにはよく「よそ者、バカ者、
若者」が必要と言われますが、若者は少ないものの、とりあえず
三拍子揃った構成です。

　エコティの基本は「会員がやりたい事をやる」こと。その行動を会員同士で助け合い実現するた
めの組織です。自己実現や地域活性化のために、何かやってみたい人はぜひ仲間になって下さい。

まちづくりの先駆者に！
一般社団法人エコティかわね　事務局長　神東　美希

自然・人・歴史・文化　町の魅力発信！
一般社団法人エコティかわね　代表理事　芦沢　哲哉

林業編に引き続き、わが町で頑張っている人たちを紹介していきます。
本号では、今年の４月からさらに発展した、エコティかわねのお二人にご協力いただきました。

新シ
リー
ズ

エコティかわねのロゴ

接岨湖をカヌーのメッカにするために
ガイドとして活動しています

子どもわんぱくセミナーにて（８月）

大札山山頂ベンチ設置イベントにて（５月）
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パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
な
が
ら
何

気
な
く
窓
の
外
を
見
る
。
み
か
ん

の
木
や
柿
の
木
は
枝
に
た
わ
わ
に

実
を
つ
け
て
い
る
。
も
う
秋
な
の

だ
と
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
実
感

さ
せ
ら
れ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
川
根
本
町
民
が
一

日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
た
国

道
３
６
２
号
青
部
バ
イ
パ
ス
（
仮

称
）
青
部
ト
ン
ネ
ル
の
起
工
式
が

雨
の
降
り
し
き
る
中
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
延
長
３
２
４
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル

が
開
き
、
青
部
バ
イ
パ
ス
全
線
が

開
通
す
れ
ば
、
経
済
面
や
観
光
面

に
も
た
ら
す
影
響
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
旧
町
間
の
町
民
の
交
流
も

飛
躍
的
に
促
進
さ
れ
る
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。

　

旧
町
間
を
結
ぶ
心
の
懸
け
橋
と

な
る
青
部
バ
イ
パ
ス
の
一
日
も
早

い
完
成
を
心
か
ら
願
っ
て
や
ま
な

い
。

�

中
澤　

莊
也

《
議
会
広
報
委
員
会
》

　

委
員
長　
　

中
澤　

莊
也

　

副
委
員
長　

鈴
木
多
津
枝

　

委　

員　
　

中
田　

隆
幸

　
　
　
　
　
　

根
岸　

英
一

　
　
　
　
　
　

坂
本　

政
司

○議場は役場本庁３階です。
○�日程は変更することもありますので、詳しくは�
議会事務局（56-2229）までお問い合わせください。

◆ １２月定例会の日程 ◆
12月１日 ㈭ 12月定例会（初　日）・全員協議会

８日 ㈭ 12月定例会（２日目）・議運・全協

16日 ㈮ 12月定例会（最終日）

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴にお出かけください。

市町議会議員研修会

本川根中学校運動会開会式

区長さん方も真剣・県土木事業説明会

議 会 日 誌
５日　富士山静岡空港と地域開発をすすめる会
９日　南アルプス世界遺産登録推進協議会総会
13日　県土木事業説明会（山村開発センター）
　　　中学生海外英語研修壮行会
25日　後期高齢者医療広域連合議会７月定例会

7月

４日・10日・16日
　　　議会広報委員会
18日　市町議会議員研修会（静岡市グランシップ）
22日　５市２町議会連絡協議会
31日　県移動教育委員会

8月

１日～27日　９月定例会
10日～24日　各小中学校運動会参加
13日～16日　第１・２常任委員会決算審査
　　　13日　川根高校南麓祭

9月

編
集
後
記

16
※「議会だより」は再生紙を使用しています


